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企業の社会的責任（CSR：Corporate Social Responsi-
bility）の取り組みに注目が集まる中で、「環境」「社会」の側
面を総合的に捉えて、タイトルを『環境報告書―Sustain-
ability Report―2004』とし、同時に発行した『アニュア
ルレポート』とセットにして「環境・社会・経済」をカバーす
る“CSR報告書”としてご覧頂けるようにしました。
本号では、環境報告書2004年版のポイントを紹介します。

循環型社会の構築に向けて（10）

Sustainability Report 2004

新 日 本 製 鐵

環境報告書―
Sustainability
Report-2004

エネルギー消費量� （単位：PJ/年）�

環境・エネルギーロードマップ
2030年に向けての中長期的な取り組みを紹介しています。

2003年度は、エネルギー消費量を対基準年▲7.1％削

減（1990年比）しました（当社の省エネルギー目標は

2010年度に1990年度比エネルギー消費量▲10％削減）。

また、当社のCO2排出量は、2003年度で対1990年度比

▲6.1％削減、当社のCO2排出量は6,100万トンと試算し

ています。（→08ページ）

＊参考：当社粗鋼生産量1990年度2899万トン、2003年度3,014万
トンで、1990年度（2,899万トン）比、プラス4％増しています。

地球温暖化対策の推進
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HAZOPスタディによるガスホルダーの防災対策検討�
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�

シール状態24hr連続監視�
（シール油循環量、ガス濃度等）�

�
シール油安定供給�

（停電用非常発電設備設置）�
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ホルダー内全電気品防爆化�
帯電防止アースの設置�
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お問い合わせ先 新日本製鉄㈱　環境部 03-3275-5356,6099 http://www0.nsc.co.jp/kankyou/index.html

代表的な投資例（'99～'03）�
●廃プラスチック設備�
●ダストリサイクル設備�
●廃タイヤリサイクル設備�

リサイクル対策累計投資額� （単位：億円）�
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「リサイクル対策設備投資累計額」を初めて公表しました。

廃プラスチック、廃タイヤなど社会や他産業で発生する副産物

を製鉄プロセスによりリサイクルする設備対策・投資に関する

記述を充実しました。1999年から5年間でこれらのリサイクル

対策設備投資累計額は200億円にのぼりました。（→19ページ）

名古屋製鉄所ガスホルダー爆発事故を受け

て、全社の防災マネジメントシステムを見直

しました。新設ガスホルダー設計に際して、

プラントの潜在的な危険性を明らかにするた

めの安全工学上の手法であるHAZOP（Hazard

and Operability Analysis）スタディを実施し、

さらに学識経験者の監修を受けて建設しまし

た。労働安全衛生の取り組みについても、厚

生労働省の指針やILOガイドラインにある労働

安全衛生システムを活用した取り組みを推進

しています。（→42ページ）

防災マネジメントシステムの見直し

地球温暖化対策の推進

環境コミュニケーション

・今年の『環境報告書―Sustainability Report-2004』には、間伐

材の活用が国内林業の活性化と地球温暖化対策にわずかでも

貢献できればとの思いで、国産間伐紙を使用しました。

＊発行部数：2万部。当社のホームページ「環境経営」にも掲載
＊英語版も発行の予定

「A TO Z」
地球温暖化に関わるA～Zまでの38
のキーワードをわかりやすく説明。

（社）日本鉄鋼連盟作成

海野みづえ氏
㈱創コンサルティング　
「今年度の報告では環境計画の5つの柱に沿ってセ

クションを明確にし、構成がわかりやすくなりま

した。今後は各種のステイクホルダーを配慮した

活動報告の充実を期待します」

2003年度は廃プラスチックを4つの事業所で14万トン再資源化。2004年度は全国の

自治体が回収する廃プラスチックの約35％弱にあたる16万トンをリサイクル予定。

広畑での廃タイヤガス化設備立ち上げにより、

日本全国で発生する廃タイヤの約1割以上（12万トン／年）を処理する計画。

・報告書に対して環境NGOである第三者の意見を掲載し、透明度、

信頼性の向上と環境コミュニケーションの充実を図りました。

・社内外の意見やトピックスを紹介する「鉄学コラム」には、地

域社会の行政の方、アルセロール社日本駐在の方や絵本『新・

モノ語リシリーズ』の制作者など国内外の方々に登場して頂き

ました。

HAZOP：プラントの安全性を評価する手法の一つで、事故や災害につながる要素を網羅的に想定し、評価・対応する手法。
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